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あとがき
本特集では主に，筋ジストロフィーと筋炎を取り上げた。神経筋疾患には遺伝子異常
を原因とするものが多いが，異常遺伝子の働き方から症状発現に至るカスケードの各段
階でのメカニズムが近年徐々に解明され，カスケードの途中を制御することによって症
状を抑える治療法が数多く出現してきた。また免疫異常に起因する筋炎の多くには，免
疫制御の薬剤の使用により有効な治療法が進められている。本特集では，その最先端の
研究が紹介されている。なお神経筋疾患をはじめ多くの神経系の難病には，いまだ原因
を掴めないものも多く，研究の余地が多く残されている疾患が多いが，各病態機序の解
明が進めば，その制御により多様な治療法が開発されるものと期待される。
これら多くの疾患の克服を目指す医学研究にとって，動物実験は根本的に不可欠であ
るが，近年動物実験についても規制を強化しようとする動きがみられる。2012年にむけ
て動物愛護法の見直しが行われており，中央環境審議会動物愛護部会の動物愛護管理の
あり方小委員会では，動物愛護の観点から動物実験の届出制や登録制の導入，および，
現行各研究機関で自主的に問題なく進められている動物実験の３R（refinement：苦痛
を与えない，reduction：使用動物数の削減，replacement：代替法の検討）についての
規制強化が検討されていると聞く。終生飼育を前提にしたペット動物（犬や猫など）の
虐待や遺棄を防止しようとする動物愛護はもとより大事であるが，食用などに用いる産
業動物や生命を奪うことにもなる実験動物に対する愛護の実践方法，管理はやはり，医
療関係者，研究者も加えて別個に慎重に検討されるべきものと考えられる。健全で効率
的な医学研究を今後も推進するためには動物実験の遂行は欠かせないのであるから，動
物実験に携わる研究者においては，過剰な規制を強要されることのないようにきちんと
した自主規制を確実に行っていく必要がある。
明年１月から『BRAIN and NERVE』誌の編集委員体制が改まり，新しいスタッフ
による誌面作りが始まる予定である。小生は，本誌の前身である『神経研究の進歩』の
時代から20年余の長きにわたり編集委員として特集誌面の作成に携わらせていただき，
これが最後の編集後記となった。就任当時は豊倉康夫先生，平山惠造先生，楢林博太郎
先生，佐野圭司先生，嶋津浩先生，塚田裕三先生，萬年甫先生，生田房弘先生など臨床，
基礎の神経研究に関わる大御所が編集委員として目を見張っておられ，若輩の私は，年

間に５本の神経進歩の特集のうち，ともかく１本でも諸先輩に認めていただける特集案

を出すことに必死であったことが思い出される。広い領域を勉強させていただいた「神

経研究の進歩」および本誌に深甚の感謝の意を表したい。

（石塚典生)
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